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次の問題を考えてみよう。こんな状況に出くわすこともあるかもしれません。

3人で交換し合う場合
3人をA,B,Cと し、それぞれの持ってきた
プレゼントをa,b,cと すると、求める場合
の数は、Aの ところにaが並ばず、Bの ところ
にbが並ばず、Cの ところにcが並ばないよう
な順列の個数である、したがって、次の 2通 り
である。
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5人をA,B,C,D,Eと し、それぞれの持ってきたプレゼントを a,b,c,d,eと する。
これまでと同様に考えるが、少し工夫 して数えてみよう。

あるパーティー会場での出来事。 3人の出席者が、
持ってきたプレゼントをお互いに交換し合うことにしました。
自分の持ってきたブレゼントは必ず自分以外の人に渡すとするとき、
プレゼントの交換方法は何通りあるでしょうか。
また、4人で交換し合う場合、 5人で交換し合う場合も考えてください

とりあえずは、具体的に書き出して考えるしかなさそうです。
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まず、Aは a以外 (つまりb, c,d,e)の
4通 りのプレゼン トの取り方がある。

いま、Aが プレゼン トbを取った場合を考えよう̂
このとき、残 りの 4人 (B,C,D,E)が プレゼン ト

なる。

(1)Bが aを取る場合
残 りの 3人 C,D,Eがお互いにプレゼン ト(c,
d,e)を交換することになるので、3人の場
合の交換方法の総数に等しく、 2通 り。

4人で交換し合う場合
4人をA,B,C,Dと し、それぞれの持って
きたプレゼントをa,b, c, dと する。
3人の場合と同様に考えると、次の9通 りある。
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よつて、Aがプレゼントbを取つた場合め交換方法は、合計 2+9=11通 り。
Aが他のプレゼントc,d,eを取つた場合も同様に考えて (※注意)、 2+9=11通 りになる。
したがつて、求める場合の数は
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(※注意 )
Aが取,7・いげント蠍字過り島3

Aがプレゼントcを取つた場合は、Cが aを取
る場合と取らない場合で考えます。
Aがプレゼントdを取つた場合は、Dが aを取
る場合と取らない場合で考えます。
Aがプレゼントeを取った場合は、Eが aを取
る場合と取らない場合で考えます。
→こういう意味で、「同様に考えて」となって
いるのです。

(参考)Aがプレゼントbを取つた場合を全て
書き出すと右のようになります。

確かに 3人の場合の交換方法の総数と4人
の場合の交換方法の総数の和になっています。
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(2)Bが a以外を取る場合
4人 B,C,D,Eが 、プレゼントa, c, d, eを

B
C
D
E

という条件で交換 し合 うことになるので、

る。つまり、 9通 り。

→ a以外を取る
→ c以外を取る
→ d以外を取る
→ e以外を取る

この場合の数は、
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このような順列を『完全順列 (または攪乱楯列)』 といいます。
完全順列の定義はいろいろありますが、要するに、横 1列に並んだn個の順列を並べ替えたとき
に、全ての位置が変わっているような順列のことです。

一般的に、n個の完全順列の総数をanと するとき、次の漸化式が成立します。

an+2= (rL~卜 1)( an+1 + an )
(a, c, d, e)を 交換し合うことに
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